
 

 

 

 

学校生活を楽しく過ごすために 

４月の学校だよりで，「まずは良好な人間関係をつくりあげる」ことをお伝えしました。「まずは」ということ

は，続きがあります。学校生活を楽しくするには，一人一人が主体的に学校生活を過ごせるかどうかがポイント

です。そのためにも，本校では主体性を発揮できるように取り組んでいます。子どもたちが主体性を発揮するた

めに大事な３要素があります。 

 

１ 良好な関係性 

子どもと子ども，子どもと教師が良好な関係性を構築できていること。安心して学校生活を過ごせることが

主体性を発揮するためには必要です。日々ともに過ごす中で，思いが伝わらなかったり，価値観が違ったりし

てすれ違ってしまうこともあります。やはりコミュニケーションを十分にとることが大事です。 

２ 自主性の尊重 

子どもは「優秀な学び手」と言われます。子どもたちには，これからを生きるために必要な力を獲得するた

めの能力が本来備わっているからです。保護者の皆様は，これまでの子育ての中で，お子様が自分の力でやり

たがる場面を何度もご覧になってきたはずです。子どもたちは，自分の力でやり遂げることで，様々な能力を

獲得していきます。また，多様な現代の価値観の中を生きる子どもたちは，取り組みたいことも様々です。学

校は，みんながともに過ごす場所なのですべてを尊重することは難しいですが，自主性が尊重されることで主

体性が発揮されます。 

３ 手応えを感じていること（自己有用感） 

自分が取り組んでいることに，「取り組んできてよかった」「自分がやってきたことは正しい」と手応えを感

じることも大事です。そのためには，自分の取り組みが認められることが必要です。 

 

 「行きたい」と思える学校であるように，日々１～３を大切にした学校生活を構築していきます。 

 

主体的に取り組むＰＴＡ 

 主体性を発揮するために必要な３要素を大切にして実践されていると感じているのが本校ＰＴＡ活動です。

今，本校教育活動の中で最も主体的であるかもしれません。庄田ＰＴＡ会長さんをはじめ西サポ１１（イレブン）

（ＰＴＡ執行部）が中心になって４月から今日まで，そしてこの先も様々な活動を計画・運営してくださってい

ます。ＰＴＡアプリによる活動協力募集と活動運営・参加は，学校として非常に心強く存じます。ありがとうご

ざいます。 

愛校作業へのご協力，校内サポートルームの改修・装飾，学年親子レク，プール見守りボランティア等，でき

ることに自主的に計画・ご参加いただいている取り組み方により，参加者や教職員・子どもたちから好評である

ことは，ＰＴＡ活動本来のあるべき姿だと感じています。 
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林間学校での経験から学んだこと 

 ６月２，３日に，５年生は林間学校へ行ってきました。大自然の中で仲間と過ごす２日間で，子どもたちは

多くのことを学んで帰ってきました。いつも，林間学校を通して急成長する子どもたちの姿に驚かされます。

自然を通すことで人が学ぶことがたくさんあると，林間学校の大切さを再認識しています。 
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友
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と
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ち
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を
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て
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っ
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き
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森
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た
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い
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が
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ニ
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友
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林
間
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校
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経
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学
校
生
活
に
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か
す
た
め
に
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み
ん
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協
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先
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に
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ろ
い
ろ
と
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で
自
分
た
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か
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え
た
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た
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と
思
い
ま
し
た
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◇
人
は
そ
れ
ぞ
れ
得
意
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
協
力
す
る

こ
と
で
や
り
遂
げ
、
一
人
で
や
る
よ
り
も
成
果
を
あ
げ

ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
大
事
な
こ
と
、
事
前
に
練
習
し
て
備
え
る
こ
と
、
自
分

で
考
え
る
こ
と
、
人
の
話
を
聞
く
こ
と
な
ど
、
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験
を
通

し
て
学
ん
だ
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値
を
、
文
章
に
す
る
こ
と
で
再
認
識
す

る
こ
と
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で
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て
い
ま
す
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先
生
へ
の
思
い
や
り
も
書
か
れ
て
お
り
、
筆
者
の
心

の
温
か
さ
を
も
感
じ
ら
れ
る
す
ば
ら
し
い
文
章
で
す
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